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与論町教育委員会 

 



1. 与論町における海洋教育について 

海洋教育を与論町の特色ある教育活動の核として位置づけ，海を通した学習によ

り「与論の歴史・文化」「人と海との関わり」を知り，「これからの在り方」考え

ていくために，また，自ら課題を見つけ，課題に主体的に関わり，協同して課題

解決に向かう心と態度を身に付けたを人材を育成していくこと目標として取り組

んでいきます。 

～誠風 288 号より抜粋：「与論町における海洋教育について」与論町教育長～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



与論町海洋教育推進グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 



※海洋政策研究財団発行「 21 世紀の海洋教育に関するグランドデザイン」より引用  



令和３年度以降年間計画（案） 

 

2. 令和２年度実施スケジュール 
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令和２年度　与論町海洋教育年間計画表
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3. 各校での海洋教育の位置付け 

茶花小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

与論小学校 



 



 

那間小学校 



 

与論中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与論高等学校 



4. 各校学習指導案 

茶花小学校 
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与論高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. 第１回ヨロン海洋教育フェア 

実施日：令和３年１月 29 日 

会 場：メイン会場  茶花小学校 体育館 

    サブ会場Ａ  与論中学校 １年生各教室     

    サブ会場Ｂ  与論高等学校 パソコン室       

  サブ会場Ｃ  東京大学海洋教育センター 

  ※メイン会場とサブ会場はオンラインで接続 

参加者：与論小学校５年生 

茶花小学校６年生 

那間小学校５年生 

与論中学校１年生 

与論高等学校１年生，２年生 

地域サポーター，与論町教育長，海洋教育部会会長・顧問，与論ライオン

ズクラブ代表保護者，その他の地域住民 

（地域サポーター23 名，保護者 15 名が参加） 

目的：  

（１）町内の小・中・高等学校が海洋教育の学習成果を共有することで，児

童生徒の個々の学びを深める機会とする。 

（２）与論島の未来について児童生徒と地域の大人が語り合い，学び合うこ

とで，海洋教育の地域展開を推進する。 

内容： 

14：10 ～ 14：15 ( 5)  開会式 

                         ・開会のあいさつ（教育長） 

                         ・コンテストの説明 

14：15 ～ 15：05 (50)  発表Ⅰ（茶花小学校） 

                       ※来賓及び地域サポーターによる投票 

15：05 ～ 15：10 ( 5)  休 憩 

15：10 ～ 15：20 (10)  「よろん夢語り the MOVIE 1st」の視聴 

                     ※与論ＳＣのアナウンス含む 

15：20 ～ 15：40 (20)  発表Ⅱ（与論高等学校） 

                         ※エキシビション形式 

 



15：40 ～ 15：50 (10)  閉会式 

 

 

6. 「海洋教育子どもサミット 2021 in おおむた」 

参加日：令和３年１月 22 日 

参加校：茶花小学校６年生（オンライン参加） 

発表者：映像制作チーム 

 

 与論町からは茶花小学校 6年生が参加，「映像制作チーム」が海洋教育の授業で

進めてきた探究の内容をプレゼンテーションした。 

 発表したアイディアは「どこでも いつでも だれでも楽しめる映像 PR作戦」。

コロナ禍，どこにいても手軽に与論の魅力が伝わるようにしたいという思いでア

イディアは設定された。アイディアを実現することによる効果，活動の流れ，注



意した点についての発表を聞くとともに，実際に制作した動画の再生も行われ

た。発表だけでなく，他校の発表に対して質問をしたり、感じたことを伝えたり

するなど、オンラインでの活発な交流も行われた。 

 

7. 第８回全国海洋教育サミット 

参加日：令和３年１月 22 日 

参 ss 加校：与論高等学校１年生１チーム（オ

ンライン参加） 

 与論高等学校から１グループが参加。テー

マ“「マイボトル」から，ごみ問題へ”を発

表した。 

 



 



 



 

8. 与論町教育研究会「海洋教育部会」 

 実施日：年間４回（詳細は「内容」参照） 

参加者：茶花小学校 山 下 孝一郎 校長（海洋教育部会顧問） 

     与論小学校 西 村   翼 教諭（海洋教育部会部員） 

     茶花小学校 吉 井 雅 彦 教諭（海洋教育部会部長） 

     那間小学校 齊 藤 裕 作 教諭（海洋教育部会部員） 

     与論中学校 西 田 広 一 教諭（海洋教育部会部員） 

     与 論 高 校 髙 橋 智 亮 教諭（海洋教育部会部員） 

     与論町教委 兒 玉 拓 世 指導主事 

目 的： 与論町内の海洋教育について縦横の連携を図りながら，町ぐるみのカリキ

ュラム・マネジメントを推進する。 

内 容：〔第１回 令和２年６月 12 日〕 

      ・ 与論町の海洋教育について 

      ・ 情報交換「各学校における海洋教育」 

      ・ 茶花小の「海洋教育科」について 



      ・ 意見交換「海洋教育に関する今後の取組について」 

〔第２回 令和２年９月 18 日〕 

      ・ 「第１回ヨロン海洋教育フェア」の日程及び内容について 

      ・ 今後の予算執行について 

      ・ その他（「特例校申請について」「年度末の提出物について」等） 

 〔第３回 令和２年 11 月 18 日〕 

      ・ 「第１回ヨロン海洋教育フェア」について 

      ・ 令和３年度以降の計画について 

・ 令和３年度教育課程編成に関して 

・ その他（「全国海洋教育サミットについて」「年度末提出物について」等） 

〔第４回 令和２年６月 12 日〕 

・ 「第１回ヨロン海洋教育フェア」について 

・ 令和３年度教育課程編成に関して 

・ その他（「海洋教育こどもサミット 2021in おおむた」「予算執行状況調べ」等） 

 

9. 地域座談会 

実施日：令和２年９月 10，14，15，18 日 

※コロナウイルス感染対策の為日程を分け少人数で実施 

 当初７月に計画していたが、島内でコロナ陽性者発生で９月に延期し実施 

参加者：地域サポーター15 名，海洋教育推進協議会事務局 

    ※参加メンバーは、主に３０代・４０代に依頼、参加者の活躍分野は、

教育・観光・環境・文化・農業・漁業などの分野が偏らないように依頼 

目的：我が町教育の「現状」と「未来の理想」について、参加者の率直な声を出

し合う。 

内容： 

（１）事務局より説明：与論町海洋教育について 

   海洋教育概要／活動実績と計画／町全体で取り組む必要性／座談会の必要

性 

（２）全員参加ワークショップ：地域が考える与論町の教育の魅力とは？  

  1.チェックイン（チーム内） 

   緊張をほぐし、意見しやすい雰囲気作りのために、おひとり一言１５秒程

で、「今週  嬉しかった出来事について」共有しましょ。 

  2.「今」を見よう！ 

   GOOD&BAD をポストイットに書き出し、グループ内で共有 

   参考資料）与論町教育行政要覧 R2版＆H20 版 

  3.「未来」を描こう！ 



   こうなったら良いな！をポストイットに書き出し、グループ内で共有 

  4.チェックアウト（チーム内） 

   今日の感想（各自） 

 

地域サポーターの意見総括： 

 GOOD／BAD／未来に向けて必要なことの３点で意見を出した結果、GOOD は抽象

的な意見が多く伝統・自然環境・安全的環境、地域の教育への関わり、学校

教育の指導力の高さ、生涯活動の充実度、子どもが持ち合わせている資質気

質についてがあげられた。BAD は具体的な改善点があげられた。特に危機感が

強く、重要度が高い意見としては、子どもたちが夢を描くに必要な職種・仕

事の情報や体験・経験が足りない点、心の悩みを抱いている子どもの多さ、

大人のあり方についてがでた。未来に向けては、自己肯定感を養う教育、表

現力・思考力・創造力を身につける教育、体験を増やすキャリア教育への要

望が上がった。 


